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衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
東
京
電
力
の
再
建
計
画
に
対
す
る
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
が
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十
四
号
。
以
下
「
機
構
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日
に
変
更
の
認
定
を
行
っ
た
東
京
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
の
特
別
事

業
計
画
（
以
下
「
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
原
子
力
災
害

か
ら
の
福
島
復
興
の
加
速
に
向
け
て
」
も
踏
ま
え
つ
つ
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
の
再
生
に
向
け
て
、
原
子
力
損
害
の
賠

償
の
迅
速
か
つ
適
切
な
実
施
、
東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
及
び
同
発
電
所
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
汚

染
水
へ
の
対
応
（
以
下
「
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
」
と
い
う
。
）
の
着
実
な
実
施
、
更
に
踏
み
込
ん
だ
経
営
合
理
化
等
に
係
る

取
組
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
東
電
に
注
入
さ
れ
る
国
費
の
総
額
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
原
子
力
損

害
賠
償
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
本
計
画
の
認
定
に
合
わ
せ
、
機
構
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
東

京
電
力
に
対
し
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
の
履
行
に
充
て
る
た
め
の
資
金
（
以
下
「
賠
償
資
金
」
と
い
う
。
）
と
し
て
約
九
千

九
百
九
十
五
億
円
を
交
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
機
構
か
ら
東
京
電
力
に
対
す
る
賠
償
資
金
の
交
付
額

一



の
累
計
は
約
四
兆
七
千
八
百
八
十
八
億
円
と
な
る
。

な
お
、
機
構
が
賠
償
資
金
の
交
付
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
資
金
の
確
保
に
用
い
る
た
め
、
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
に
合

計
五
兆
円
の
国
債
を
機
構
に
交
付
し
て
お
り
、
平
成
二
十
六
年
度
政
府
予
算
案
に
お
い
て
、
機
構
に
交
付
す
る
国
債
の
発
行

限
度
額
を
九
兆
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
の
迅
速
か
つ
適
切
な
実
施
及
び
原
子
炉
の
運
転
等
に
係
る
事
業
の
円
滑
な
運

営
の
確
保
を
図
る
上
で
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
経
営
の
合
理
化
の
た
め
の
方
策
が
賠
償
資
金
を
確
保
す
る
た
め
最
大
限

の
努
力
を
尽
く
す
も
の
で
あ
る
こ
と
等
の
機
構
法
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
か
ら
、
認
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当

該
認
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
主
務
大
臣
で
あ
る
経
済
産
業
大
臣
に
お
い
て
、
機
構
の
理
事
長
及
び
運
営
委
員
長
並
び
に

東
京
電
力
の
代
表
執
行
役
社
長
に
対
し
、
「
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
の
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
安
全
確
保
が
最
優
先
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
も
収
支
計
画
上
の
仮
定
と
し
て
お
か
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
今
回
の
機
構
法
に
基
づ
く
計
画
の
認
定

は
、
再
稼
働
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
予
断
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
」
旨
を
伝
達
し
て
い
る
。

御
指
摘
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
含
む
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と

二



が
大
前
提
で
あ
り
、
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
き
中
立
公
正
な
立
場
で
独
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お

い
て
、
所
定
の
法
令
等
に
基
づ
き
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
必
要
な
判
断
を
行
う
こ
と
と
な
る

と
こ
ろ
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
が
遅
れ
た
場
合
に
お
け
る
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
本
計
画
に
お

い
て
、
「
今
後
、
実
際
の
再
稼
働
時
期
や
費
用
削
減
余
地
に
つ
い
て
見
極
め
、
判
断
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
」
と
さ
れ
て
い

る
。
仮
に
、
東
京
電
力
か
ら
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
係
る
認
可
申
請
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
、
総

合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
電
力
・
ガ
ス
事
業
分
科
会
電
気
料
金
審
査
専
門
小
委
員
会
に
お
け
る
中
立
的
、
客
観
的
な
検
討

を
踏
ま
え
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
に
基
づ
き
、
能
率
的
な
経
営
の
下
に
お
け
る
適
正
な
原
価

に
基
づ
く
も
の
か
ど
う
か
等
の
観
点
か
ら
厳
正
に
審
査
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
日
本
国
民
全
体
の
平
均
年
収
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
省
に
お
い
て
、

平
成
二
十
四
年
に
お
け
る
東
京
電
力
の
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
係
る
認
可
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
電
気
料
金
の
原
価
に
算

入
さ
れ
る
東
京
電
力
の
従
業
員
の
平
均
年
間
給
与
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
に
お
け
る
常
用

労
働
者
が
千
人
以
上
の
企
業
に
お
け
る
平
均
値
等
と
も
比
較
し
つ
つ
、
審
査
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
東
京
電
力
に

お
い
て
は
、
そ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
に
、
管
理
職
の
基
本
給
等
に
つ
い
て
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
を
、
一
般

三



職
の
基
本
給
等
に
つ
い
て
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
を
、
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
き
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

本
計
画
に
お
い
て
は
、
「
一
・
四
兆
円
の
コ
ス
ト
削
減
深
掘
り
の
挑
戦
に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
・
・
・
コ
ス

ト
削
減
計
画
を
超
過
達
成
し
た
場
合
、
超
過
分
の
一
定
割
合
を
半
期
毎
に
個
人
業
績
に
応
じ
処
遇
に
反
映
す
る
「
処
遇
制
度

の
改
編
」
を
実
施
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
取
組
は
、
東
京
電
力
に
お
け
る
更
な
る
経
営
の
合
理
化
に
資
す
る
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。

七
及
び
八
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
十
月
に
会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
会
計
検
査
院
長
か
ら
参

議
院
議
長
に
対
し
て
報
告
さ
れ
た
「
東
京
電
力
株
式
会
社
に
係
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
国
の
支
援
等
の
実
施
状
況

に
関
す
る
会
計
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
東
京
電
力
は
、
従
来
、
新
興
国
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
が
実
施
す
る
事
業
へ
の

出
資
に
係
る
配
当
等
に
つ
い
て
、東
京
電
力
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
子
会
社
で
あ
る
テ
プ
コ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
に
留
保
し
、

（
中
略
）
こ
れ
ま
で
の
利
益
の
蓄
積
で
あ
る
利
益
剰
余
金
が
約
二
億
米
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
及

び
「
東
京
電
力
の
置
か
れ
た
状
況
に
鑑
み
、
子
会
社
に
お
け
る
内
部
留
保
を
有
効
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
同
資
金
の
処
分
に

つ
い
て
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
る
。

四



九
に
つ
い
て

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
機
構
法
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
か
ら
、
認
定
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
福
島
の
再
生
に
は
、

原
子
力
損
害
の
賠
償
、
除
染
及
び
汚
染
土
壌
等
の
中
間
貯
蔵
に
係
る
事
業
等
の
十
分
な
資
金
が
な
く
て
は
進
ま
な
い
事
業
が

多
い
状
況
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
や
原
子
力
損
害
の
賠
償
等
を
着
実
に
実
施
し
て
福
島
の
再
生

を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
電
力
の
安
定
供
給
に
万
全
を
期
し
つ
つ
、
国
民
負
担
を
最
大
限
抑
制
し
て
い
く
と
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
東
京
電
力
に
よ
る
本
計
画
の
履
行
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

五


